
(1)

〈発行〉 中央区 　〈編集〉 企画部広報課　中央区築地一丁目1番1号　（代表）☎（3543）0211 平成26年（2014年）11月11日（火曜日）

中央区ホームページ　http://www.city.chuo.lg.jp（「区のおしらせ　中央」もご覧いただけます）

中
央
区
長
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で

「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回11月21日号は新聞折込です。
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平成27年4月から子ども・
子育て支援新制度がスター
トします
平成27年度認可保育園入園
申込み
国民年金特集
情報コーナー（施設／講座・
催し物／スポーツ／税／国
保・年金／その他）

今号の主な内容

／1111

No.１２３１

問
合
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

第
35
回
「
中
央
区
子
ど
も
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月
19
日

浜
町
公
園
、
運
動
場
、
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
過
去
最
高

の
１
万
２
０
０
人
が
参
加
し
て

盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
雨
天
と
あ
っ
て
ほ
と

ん
ど
の
行
事
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

今
回
は
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
に

恵
ま
れ
、
開
会
式
で
は
京
橋
築

地
小
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が

「
ス
イ
ス
軍
の
行
進
」「
聖
者
の

行
進
」
な
ど
５
曲
を
披
露
し
て

万
雷
の
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

た
。
ポ
ス
タ
ー
作
品
は
４
０
４

人
も
の
児
童
か
ら
応
募
が
あ
り
、

入
賞
作
品
を
30
点
に
絞
る
の
に

苦
労
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

青
少
年
委
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

区
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

な
ど
56
団
体
も
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
32
コ
ー
ナ
ー
が
用

意
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
人
気
の
迷

路
や
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
お
化
け
屋
敷

の
妖
怪
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
に
は
子
ど

も
た
ち
の
長
蛇
の
列
が
で
き
ま

し
た
。
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
、
プ
リ
ン
ト
ハ
ン
カ
チ
、

木
製
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
サ
ン
バ

イ
ザ
ー
な
ど
を
作
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
お
り
ま
し
た
。

会
場
周
辺
で
は
随
所
で
交
通

整
理
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
お

力
添
え
賜
っ
た
関
係
各
位
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
菊
薫
る
11
月
３
日「
文
化
の
日
」

に
各
種
功
労
者
の
表
彰
式
が
銀
座

ブ
ロ
ッ
サ
ム（
中
央
会
館
）で
行
わ

れ
、
99
名
の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
今
年
で
61
回
目
を
迎
え
た
こ
の

表
彰
は
、
地
域
社
会
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
献
身
的

な
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
の

ご
労
苦
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
、

そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

一　
地
域
活
動
関
係
功
労
者（
41

名
）

　
（
一
）町
会・自
治
会
関
係
者（
35

名
）

　
福
島
定
雄
、
横
田
昭
子
、

原

京
二
、
山
㟢
修
一
郎
、
中
村
順

一
、
安
永
幸
子
、
野
谷
美
也
子
、

大
澤
和
子
、
大
作
悦
子
、
吉
野

靜
枝
、
石
橋
弥
生
、
山
口
み
の

る
、
綱
川
綱
三
郎
、
岩
㟢
達
三
、

岩
瀨
英
三
郎
、
大
塚
貞
男
、
磯

部
道
子
、
渡
邊
祐
太
郎
、
増
田

節
子
、
増
田
信
二
、
田
口
和
子
、

渡
邊
良
江
、
飯
田
昭
子
、
橋
本

圭
子
、
山
田
義
孝
、
宮
下
一
雄
、

伊

寛
治
、
中
島
吉
直
、
金
倉

義
明
、
原
弘
司
、
堀
内
木
意
、

若
林
雅
美
、
吉
田
正
江
、
田
熊

秀
夫
、
児
島
幸
光

　
（
二
）女
性
団
体
等
関
係
者（
６

名
）

　
河
井
秀
子
、
上
野
貞
子
、
遠
山

美
代
子
、
今
井
紀
子
、
古
川
鏡

子
、
田
中
加
代
子

二　
防
犯
・
交
通
安
全
関
係
功
労

者（
３
名
）

　
（
一
）防
犯
・
交
通
安
全
等
関
係

者（
３
名
）

　
布
施
德
、
星
野
光
男
、
前
場
京

子
三　
防
災
功
労
者（
10
名
）

　
（
一
）消
防
団
関
係
者（
３
名
）

　
早
川
雄
一
郎
、
青
栁
晴
男
、
吉

松
登
久
子

　
（
二
）防
火
防
災
協
会
等
関
係
者

（
５
名
）

　
髙
野
松
朗
、
神
谷
唯
一
、
柴
田

亨
、
茂
出
木
雅
章
、
福
田
啓
子

　
（
三
）防
災
区
民
組
織
関
係
者

（
２
名
）

　
五
十
嵐
ヒ
サ
子
、
杉
山
美
枝
子

四　
社
会
福
祉
事
業
功
労
者（
４

名
）

　
（
一
）社
会
福
祉
事
業
団
体
関
係

者（
１
名
）

　
相
澤
俊
一

　
（
二
）多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た

者（
２
名
）

　
株
式
会
社
松
野
、
香
川
千
枝
子

　
（
三
）長
期
間
に
わ
た
り
私
財
に

よ
る
寄
附
を
続
け
た
者（
１
名
）

　
常
山
雪
江

五　
衛
生
事
業
功
労
者（
５
名
）

　
（
一
）衛
生
事
業
団
体
関
係
者

（
５
名
）

　
市
川
尚
一
、
近
藤
修
司
、
熊
川

淳
一
郎
、
黒
㟢
忠
彦
、
上
村
一

男
六　
環
境
保
全
・
消
費
生
活
向
上

功
労
者（
１
名
）

　
（
一
）環
境
保
全
団
体
・
消
費
者

団
体
等
関
係
者（
１
名
）

　
成
田
昭
子

七　
教
育
功
労
者（
６
名
）

　
（
一
）私
立
学
校
関
係
者（
２
名
）

　
越
智
直
子
、
佐
久
間
記
代

　
（
二
）小・中
学
校
の
教
職
員（
１

名
）

　
富
田
貴
志
子

　
（
三
）区
立
小
・
中
学
校
、
幼
稚

園
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及

び
学
校
薬
剤
師（
３
名
）

　
櫻
井
秀
也
、
内
藤
征
男
、
宮
崎

万
里

八　
文
化
・
生
涯
学
習
関
係
功
労

者（
15
名
）

　
（
一
）中
央
区
青
少
年
委
員
及
び

中
央
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

（
８
名
）

　
大
日
野
秀
行
、
伊
達
郁
子
、
清

水
好
子
、
猿
谷
勝
実
、
阿
部
義

弘
、
薩
埵
稔
、
巻
島
康
之
、 

久
保
田
菜
穗
美

　
環
境
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
、

自
然
の
尊
さ
や
環
境
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
を
知
る
た
め
、
区
内
の

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆

さ
ん
か
ら
環
境
に
関
す
る
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

２
２
４
７
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
最
優

秀
・
優
秀
作
品
と
し
て
入
賞
し
ま

し
た
。

標
語
部
門

最
優
秀
作
品（
２
名
）

久
松
小
２
年 

森
田　
絢
子

銀
座
中
１
年 
玉
井　
　
開

優
秀
作
品（
５
名
）

常
盤
小
１
年 

中
村　
羽
那

泰
明
小
２
年 

小
島　
里
彩

月
島
第
一
小
６
年 

天
野　
裕
介

泰
明
小
６
年 

宰
田　
優
美

日
本
橋
中
２
年 

加
藤　
寛
翔

ポ
ス
タ
ー
部
門

最
優
秀
作
品（
２
名
）

佃
島
小
４
年 

佐
藤
隆
之
助

晴
海
中
２
年 

櫻
井　
　
恵

優
秀
作
品（
７
名
）

京
橋
築
地
小
１
年 

稲
葉　
　
凛

日
本
橋
小
２
年 

石
原　
　
然

久
松
小
３
年 

川
名　
海
喜

月
島
第
一
小
５
年 

尾
形　
　
慎

佃
島
小
６
年 

田
畑　
佳
夏

有
馬
小
４
年 

杉
本　
樹
哉

日
本
橋
中
３
年 

鴨
下　
映
介

　
ま
た
、
佳
作
と
し
て
、
標
語
部

門
で
小
学
生
22
名
、
中
学
生
12
名
、

ポ
ス
タ
ー
部
門
で
小
学
生
43
名
、

中
学
生
７
名
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
お
よ
び
優
秀
作
品
は
、

次
の
と
お
り
展
示
予
定
の
ほ
か
、

環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
や
環
境
月
間
ポ

ス
タ
ー
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

展
示
期
間

・
区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
11
月
21
日（
金
）～
27
日（
木
）

　
（
22
日（
土
）お
よ
び
24
日（
休
）は

閉
庁
日
で
す
）

・
日
本
橋
特
別
出
張
所

　
11
月
29
日（
土
）～
12
月
５
日（
金
）

・
月
島
特
別
出
張
所

　
12
月
９
日（
火
）～
15
日（
月
）

・
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
月
16
日（
火
）～
22
日（
月
）

◎
両
特
別
出
張
所
の
最
終
日
は
午

後
３
時
30
分
ま
で

逢
環
境
推
進
課
環
境
活
動
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
４
０
３

　
（
二
）青
少
年
対
策
地
区
委
員
会

関
係
者（
６
名
）

　
鈴
木
勝
一
路
、
松
谷
慶
久
、
塚

本
活
己
、
清
水
勇
、
髙
木
悦
子
、

村
上
公
一

　
（
三
）社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関

係
団
体
の
指
導
育
成
に
尽
力
し

社
会
教
育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
功
労
顕
著
な
者（
１
名
）

　
吉
田
富
枝

九　
納
税
功
労
者（
１
名
）

　
（
一
）納
税
貯
蓄
組
合
関
係
者

（
１
名
）

　
松
㟢
宗
仁

十　
公
共
事
務
精
励
者（
11
名
）

　
（
一
）法
令
に
基
づ
く
各
種
委
員

（
９
名
）

　
園
田
峯
生
、
大
長
謙
藏
、
菊
田

佐
智
子
、
加
藤
惠
子
、
原
大
行
、

平
賀
淳
子
、

枝
弘
美
、
福
原

光
義
、
渡
辺
ト
ク
子

　
（
二
）区
議
会
議
員（
２
名
）

　
石
田

朗
、
原
田
賢
一

十
一　
実
業
精
励
者（
１
名
）

　
（
一
）伝
統
工
芸
従
事
者（
１
名
）

　
内
田
幸
三

十
二　
中
小
企
業
発
達
功
労
者

（
１
名
）

　
（
一
）商
工
団
体
、
業
種
別
団
体

等
関
係
者（
１
名
）

　
水
野
雅
生

逢
総
務
課
総
務
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
３
３

◀
ポ
ス
タ
ー
部
門

　
最
優
秀
作
品

　
〈
小
学
生
の
部
〉

　
佃
島
小
学
校
４
年

　
佐
藤
隆
之
助

▲標語部門　最優秀作品〈小学生の部〉
　久松小学校2年　森田絢子

▲

ポ
ス
タ
ー
部
門　
最
優
秀
作
品

　
〈
中
学
生
の
部
〉

　
晴
海
中
学
校
２
年　
櫻
井　
恵

▲
標
語
部
門　
最
優
秀
作
品

　
〈
中
学
生
の
部
〉

　
銀
座
中
学
校
１
年　
玉
井　
開

おしまない　ぬくてま
� さすてま　コンセント

いらぬなら
� 迷わず消そう　節電だ



(2)

問
合
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成26年（2014年）11月11日（火曜日） No.１２３１区のおしらせ 1 1 月 1 1 日号

お
子
さ
ん
が

満
３
歳
以
上

の
場
合　
　

お
子
さ
ん
が

満
３
歳
未
満

の
場
合　
　

幼
稚
園
な
ど
を
希

望
す
る
場
合　
　

保
育
の
必
要
が
あ

り
、
保
育
園
な
ど

を
希
望
す
る
場
合

満
３
歳

以　
上

満
３
歳

未　
満

1号
認定

2号
認定

3号
認定

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
短
時
間
保

育
）が
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
長
時
間
保

育
）が
利
用
で
き
ま
す
。

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
長
時
間
保

育
）、
地
域
型
保
育
事
業
が
利
用
で
き

ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
っ
て

　
　

何
で
す
か
？

　
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
取

り
組
み
を
、
区
市
町
村
が
中
心
に

な
っ
て
総
合
的
に
進
め
て
い
く
新

し
い
制
度
で
す
。
国
が
新
制
度
の

実
施
の
た
め
に
消
費
税
増
税
分
を

財
源
と
し
て
確
保
し
、
そ
れ
を
活

用
し
な
が
ら
子
育
て
を
社
会
全
体

で
支
え
て
い
き
ま
す
。

新
制
度
に
な
る
と

何
が
変
わ
る
の　

　
　
　

で
す
か
？

給
付
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

　
新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
な
ど
で

の
幼
児
教
育
と
、
保
育
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
へ
の
保
育
を
個
人
の

権
利
と
し
て
保
障
す
る
た
め
に
、

給
付
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
給
付
対
象
と
な
る
幼
稚
園
、
保

育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
家
庭
的

保
育
事
業
な
ど
を
利
用
し
た
場
合
、

そ
の
費
用
に
関
し
、
公
費
か
ら
給

付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
給
付
は
、
確
実
に
教
育
・

保
育
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た

め
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
直
接
給

付
す
る
の
で
は
な
く
、
区
か
ら
施

設
な
ど
に
支
払
う
仕
組
み（
法
定

代
理
受
領
と
い
い
ま
す
）と
な
っ

て
い
ま
す（
別
図
１
参
照
）。

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

を
実
施
し
ま
す

　
全
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
、
家
庭
で
子
育
て
を
す
る

保
護
者
も
利
用
で
き
る「
一
時
預

か
り
保
育
」な
ど
、
地
域
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す（
別

表
１
参
照
）。

給
付
の
対
象
と
な
る

施
設
・
事
業
に
は　

　

ど
ん
な
も
の
が　

　

あ
る
の
で
す
か
？

　
教
育
・
保
育
施
設（
別
表
２
）お

よ
び
地
域
型
保
育
事
業（
別
表
３
）

が
あ
り
ま
す
。

給
付
対
象
の
施
設
や

事
業
を
利
用
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば　
　

　

い
い
の
で
す
か
？

　
利
用
に
あ
た
っ
て
、
教
育
・
保

育
の
必
要
性
に
応
じ
た「
支
給
認

定
」を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
利
用
す
る
施
設
な
ど
に
応
じ
て

別
図
２
の
と
お
り
３
つ
の
認
定
区

分
に
分
か
れ
ま
す
。

　
３
頁
別
図
３
の
と
お
り「
支
給

認
定
申
請
」を
行
い
、「
支
給
認
定

証
」の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

　
新
制
度
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
各
幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
を
通

じ
て
在
園
さ
れ
て
い
る
方
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
役
所
６

階
子
育
て
支
援
課
、
日
本
橋
・
月

島
特
別
出
張
所
、
中
央
区
保
健
所
、

日
本
橋
・
月
島
保
健
セ
ン
タ
ー
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

児
童
館
、
各
あ
か
ち
ゃ
ん
天
国
の

平
成
27
年
４
月
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が

 

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

別表2　教育・保育施設
施設種別 お子さんの年齢 内　容

幼稚園 3歳から就学前まで
小学校以降の教育の基礎をつくるための幼児期の教育を行う施設です。
保護者の就労などの有無にかかわらず利用できます。
◎私立の幼稚園については、運営事業者の意向により、新制度の給付対象施設に移行する
園と、現行制度のまま継続する園があります。区立幼稚園は全て移行します。

保育園 0歳から就学前まで 就労などのため家庭で保育できないお子さんを、保護者に代わって保育する施設です。

認定こども園 0歳から就学前まで 幼稚園と保育園の機能を併せ持ち、教育・保育を一体的に行う施設です。

別表3　地域型保育事業
地域型保育事業とは、少人数の単位で0歳から2歳までのお子さんを預かる事業です。

事業種別 内　容

家庭的保育事業 保育者（保育ママ）がその自宅において、家庭的な雰囲気の中で少人数（定員5人以下）を対象にきめ細やかな保育
を行います。

小規模保育事業 少人数（定員6人～19人）を対象に、家庭的保育に近い雰囲気の中できめ細やかな保育を行います。

事業所内保育事業 事業所の保育施設などで、従業員のお子さんだけでなく、地域の保育を必要とするお子さんも一緒に保育を行い
ます。

居宅訪問型保育事業 障害・疾患などで個別のケアが必要な場合などに、保護者の自宅で1対1で保育を行います。
◎小規模保育事業、事業所内保育事業、居宅訪問型保育事業については、中央区においてどのように導入し、実施していくかを今後検討
します。

窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
新
制
度
の
お
知
ら
せ
は
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

逢
子
育
て
支
援
課
子
育
て
施
策
推

進
主
査

 

☎（
３
５
４
６
）５
６
８
１

中央区

利用者施設・事業

給付額相当分交付
国・都

②教育・保育の提供

④保育料支払

◎区立施設・私立保育園の場合は区へ保育料を支払い

◎私立保育園の場合は、
　区から委託費を支払い

別図1　法定代理受領のイメージ

③利用児童数に応じた
　額を給付（個人給付
　の法定代理受領）

①保育の必要性の
　申請・認定

・一時預かり保育
・子育て交流サロン「あかちゃん天国」（地域子育て
支援拠点事業）
・子どもショートステイ、トワイライトステイ（子
育て短期支援事業））
・ファミリー・サポート・センター事業（子育て援
助活動支援事業）
・病児・病後児保育
・学童クラブ（放課後児童健全育成事業）
・子どもの居場所「プレディ」（放課後子ども教室

別表1　主な地域子ども・子育て支援事業

別図2　3つの認定区分

＜東京都認証保育所について＞ ＜中央区外の私立幼稚園に入園する場合＞

　中央区外の私立幼稚園に入園する場合は、園にお問合せい
ただき、新制度の給付対象に移行するかどうかを確認してく
ださい。
　移行する場合は、3頁別図3「利用手続き・認定の流れ」に
ある「支給認定申請」の手続きをお願いします。
　移行しない場合は、新制度の給付対象にならないため、「支
給認定申請」の手続きは必要ありません。

　認証保育所は、東京都が独自に認証した認可外保育施設で
あり、新制度の給付対象とはなりません。利用手続きは従来
と変わらず、直接施設にお申込みいただいた上で入所決定と
なります。
　また、現在区が行っている保育料補助（認可保育園に在園
した場合の月額保育料の差額に応じた保育料の補助）も継続
していきます。



(3)お気軽にお問合せ・ご相談ください。「まごころステーション」☎（3546）0561

問
合
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成26年（2014年）11月11日（火曜日） No.１２３１区のおしらせ 1 1 月 1 1 日号

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
の
認
可
保

育
園
新
規
入
園
・
転
園
・
延
長
保

育
の
申
込
み
を
、
次
の
よ
う
に
受

け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
認
可
保
育
園
の
入
園
申

込
み
を
し
て
、
入
園
希
望
月
か
ら

１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
で
4

月
か
ら
の
申
込
内
容
を
変
更
す
る

方
は
、
受
付
期
間
内
に
、
申
込
事

項
等
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
２
月
４
日
ま

で
に
出
生
予
定
の
お
子
さ
ん
で
あ

れ
ば
、
出
産
前
に
４
月
入
園
の
申

込
み
が
で
き
ま
す
。

「
平
成
27
年
度
保
育
園
の
ご
あ
ん

な
い
」申
込
書
な
ど
の
配
布
・
申

込
み
・
変
更
等
受
付
場
所
・
期
間

お
よ
び
受
付
時
間

　
別
表
１
の
と
お
り

　
入
園
申
込
み
に
関
す
る
全
て
の

書
類
は
、
申
込
締
切
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
内

に
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
利
用
調

整
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
郵
便
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

◎
平
成
27
年
４
月
保
育
園
入
園
か

ら
申
込
書
な
ど
の
様
式
が
変
わ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

平
成
27
年
4
月
か
ら
の
保
育
園
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
育
の

必
要
性
の
認
定
申
請（
支
給
認
定

申
請
）が
必
要
と
な
り
ま
す

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
は
じ
ま
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

に
基
づ
き
、
平
成
27
年
4
月
か
ら

保
育
園
入
園
申
込
み
の
際
に
、
保

育
の
必
要
性
の
認
定
申
請（
支
給

認
定
申
請
）を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
す
で
に
認
可
保
育
園
の
入
園
申

別表1　「平成27年度保育園のごあんない」申込書などの配布・申込み・変更等受付場所・期間および受付時間
配布および入園申込受付場所 受付期間（第1回） 受付期間（第2回）

・区役所6階子育て支援課保育入園係
・各認可保育園（※）および各認定こども園
・日本橋・月島特別出張所
・中央区保健所
・日本橋・月島保健センター

11月11日（火）～12月8日（月） 平成27年2月9日（月）～2月20日（金）

受付時間　午前8時30分～午後5時
◎各認可保育園についても、受付時間は午後5時までです。
◎土・日曜日、祝日を除きます。ただし、各認可保育園では土曜日も
申込みを受け付けます。

※平成27年４月に新規開設する認可保育園を除きます。
◎第２回利用調整は第１回の利用調整後、内定辞退などで空きが生じたクラスについて行います。
◎第２回利用調整の対象となる方は、第１回利用調整で入所保留となった方および、第２回申込受付期間中に新規
で申込み（新規入園申込・在園児の転園申込・新規または在園児の延長保育申込）をされた方です。
◎４月１日入園、転園、延長保育、希望園変更などに関する全ての書類（支給認定申請書兼保育所入所申込書、転園
申込書、申込事項等変更届、勤務証明書など）はこの受付期間内に提出されないと利用調整の対象となりません。

◎例年、申込締切日間際は受付窓口が大変混雑いたします。余裕を持ってお早めにお申込みください。

別表2　新規開設園など（予定）
平成27年４月新規開設保育園

名称（仮称） 運営事業者 開設予定地 定　員
あい保育園日本橋 ㈱アイグラン 日本橋富沢町9-10　稲村ビル 60名程度（0～5歳児）
モニカ人形町保育園 ㈱モニカ 日本橋人形町3-7-5　IKTビル 60名程度（1～5歳児）
コビープリスクール
はこざき

㈱コビーアンド
アソシエイツ 日本橋箱崎町17-9　箱崎升喜ビル 70名程度（0～5歳児）

平成27年４月 保育所型認定こども園へ移行
名　称 運営事業者 所在地 定　員

小学館アカデミー
勝どきこども園

㈱小学館集英社
プロダクション

勝どき1-3-1
アパートメンツタワー勝どき2F 108名程度（0～5歳児）

別表3　子ども・子育て支援新制度および4月入園申込説明会
日　時 会　場

11月25日（火）午前10時～11時15分 日本橋公会堂2階集会室（第3・4洋室）
11月25日（火）午後6時30分～7時45分

区役所8階大会議室
11月26日（水）午前10時～11時15分
11月26日（水）午後3時30分～4時45分 月島区民センター1階会議室

◎事前の申込みは不要です。当日、直接会場にお越しください。
◎会場には駐車場がありませんので、自動車での来場はご遠慮ください。

込
み
を
し
て
、
入
園
希
望
月
か
ら

１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
で
、

平
成
27
年
４
月
以
降
も
認
可
保
育

園
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合
も
、

支
給
認
定
申
請
が
必
要
で
す
。

平
成
27
年
度
の
保
育
料
な
ど
に
つ

い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
保
育
料
の

算
定
基
準
が
所
得
税
か
ら
住
民
税

へ
と
変
更
に
な
り
ま
す
。
ま
た
保

育
所
利
用
調
整
基
準
な
ど
も
変
更

し
ま
す
。

私
立
認
可
保
育
園
の
新
規
開
設
な

ど
　
平
成
27
年
４
月
に
日
本
橋
地
域

に
私
立
認
可
保
育
園
が
３
園
開
設

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
小
学
館
ア
カ
デ
ミ
ー
勝
ど
き
こ

ど
も
園
は
保
育
所
型
の
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。
新

規
開
設
園
の
名
称
な
ど
に
つ
い
て

は
別
表
２
の
と
お
り
で
す
。

説
明
会
の
開
催

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」お
よ
び
4
月
入
園
申
込
み
に

関
す
る
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

別
表
３
の
と
お
り
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

平
成
27
年
１・２
月
入
園
の
申
込
み

　
１
月
お
よ
び
２
月
入
園
の
申
込

受
付
期
限
は
、
ど
ち
ら
も
12
月
８

日（
月
）ま
で
で
す
。
受
付
場
所
、

受
付
時
間
に
つ
い
て
は
４
月
入
園

申
込（
第
１
回
）と
同
じ
で
す
。
な

お
、
3
月
入
園
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
資
格
・
方
法
・
定
員
な
ど
詳

し
く
は「
平
成
27
年
度
保
育
園
の

ご
あ
ん
な
い
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

逢
子
育
て
支
援
課
保
育
入
園
係

 

☎（
３
５
４
６
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３
８
７

平
成
27
年
度
認
可
保
育
園
入
園
申
込
み

園児募集（10月29日～11月5日）◎受付は終了しています。
入園願書（入所申込書）および支給認定申請書提出平成26年10月

募集人員を超えた場合は抽選11月

入園予定の園にて面接、健康診断12月

入園後、園を通じて区より「支給認定証」交付平成27年 4月

就園の通知

「保育園のごあんない」配布
入園申込受付（11月中旬～12月上旬）平成26年11月

内定した方は入園予定の園にて面接、健康診断
第2回入園申込受付

区より「支給認定証」交付（※）
第1回利用調整結果通知2月中旬

区より第2回入園申込者へ「支給認定証」交付（※）
第2回利用調整結果通知3月

12月・平成27年1月 利用調整

利用調整

支給認定申請書兼保育所入所申込書ほか必要書類を提出

入園4月

内定した方は入園予定の園にて面接、健康診断

※私立幼稚園は、運営事業者の意向により、新制度に移行しない園があります。その場合は支給
　認定申請は不要です。

※「支給認定証」は、利用調整結果には関係なく、保育が必要と認められた方全員に交付します。
　交付時期は予定より遅くなる場合があります。

◎東京都認証保育所などの認可外保育施設は子ども・子育て支援新制度の対象外となりますので、
　支給認定申請の手続きは必要ありません。

1号認定　  〔区立幼稚園・認定こども園（短時間保育）〕

2・3号認定　〔保育園・認定こども園（長時間保育）〕

（1）平成27年4月から新たに施設を利用する場合

園を通じて区より支給認定申請書を配布（5歳児クラスを除く）平成26年11月

園を通じて支給認定申請書を区に提出12月

園を通じて区より「支給認定証」交付平成27年4月

1号認定　  〔区立幼稚園・認定こども園（短時間保育）〕

1号認定

園を通じて区より家庭状況の届出書類とともに支給認定
申請書を配布（5歳児クラスを除く）

平成26年11月

園を通じて支給認定申請書ほか必要書類を区に提出12月

園を通じて区より「支給認定証」交付平成27年4月

2・3号認定　〔保育園・認定こども園（長時間保育）〕

（2）現在、幼稚園や保育施設などを利用している場合

新制度に移行することを園に確認（※）の上、支給認定申請書を中央区に提出

郵送などにより「支給認定証」交付

園に認定証を提示

（3）区外私立幼稚園を現在利用または平成27年4月から新たに利用する場合

別図3　利用手続き・認定の流れ



(4)

問
合
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成26年（2014年）11月11日（火曜日） No.１２３１区のおしらせ 1 1 月 1 1 日号

国
民
年
金
の
加
入
者

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
60
歳
以
上
の
方
や
外
国

に
住
ん
で
い
る
日
本
人
が
希
望
す

れ
ば
加
入
で
き
る
任
意
加
入
制
度

が
あ
り
ま
す（
別
表
１
参
照
）。

あ
な
た
の
生
活
を

支
え
る
３
つ
の
年
金

老
齢
基
礎
年
金

　
受
給
資
格
期
間（
別
表
２
参
照
）

が
25
年
以
上
あ
る
方
が
、
65
歳
に

な
っ
て
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
で

す
。

年
金
額

　
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
40

年
間
保
険
料
を
全
て
納
め
る
と
満

額
の
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

・
年
金
額（
満
額
）

　
77
万
２
８
０
０
円（
平
成
26
年

４
月
〜
）

　
年
金
額
の
計
算
方
法
は
別
表
３

の
と
お
り
で
す
。

　
年
金
額
は
物
価
の
変
動
に
応
じ

て
金
額
が
改
定
さ
れ
る
の
で
、
年

金
の
価
値
は
将
来
も
保
障
さ
れ
ま

す
。

受
給
開
始
年
齢

　
原
則
、
65
歳
で
す
。
希
望
に
よ

り
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
に

繰
り
上
げ
て
、
ま
た
は
66
歳
以
降

に
繰
り
下
げ
て
受
給
も
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
繰
上
げ
ま
た
は
繰
下

げ
支
給
の
請
求
を
し
た
時
点（
月

単
位
）に
応
じ
て
一
定
割
合
で
年

金
額
が
減
額
、
ま
た
は
増
額
さ
れ

ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　
障
害
の
原
因
と
な
る
傷
病
の
初

診
日
に
お
い
て
、
次
の
要
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
障
害
認

定
日
に
お
い
て
、
政
令
で
定
め
ら

れ
た
障
害
状
態
に
な
っ
た
場
合
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
中
の
方

②
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

③
20
歳
前（
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
加
入
中
を
除
く
）の
方

◎
①
②
の
場
合
は
保
険
料
の
納
付

要
件
が
、
③
の
場
合
は
本
人
の

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

障
害
認
定
日
と
は

　
初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経

過
し
た
日
、
ま
た
は
１
年
６
カ
月

以
内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
で
す
。

た
だ
し
、
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
が
20
歳
前
の
場
合
は
、
20
歳

に
達
し
た
日
が
障
害
認
定
日
と
な

り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
次
の
要
件

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
死

亡
し
た
場
合
に
、
そ
の
方
に
よ
っ

て
生
計
が
維
持
さ
れ
て
い
た「
子

の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」に
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
国
民
年
金
に
加
入
中
の
方

・
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

・
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
を
満
た
し
た
方

・
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方

◎
子
の
年
齢
制
限
や
保
険
料
の
納

付
要
件
が
あ
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の

独
自
給
付

寡
婦
年
金

　
第
１
号
被
保
険
者
期
間
中
の
納

付（
免
除
期
間
を
含
む
）が
25
年
以

上
あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
死

亡
し
た
場
合
、
婚
姻
期
間
が
10
年

以
上
あ
る
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
期
間
中
の
納

付
が
３
年
以
上
あ
る
方
が
年
金
を

受
け
ず
に
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

保
険
料

　
月
額 

１
万
５
２
５
０
円

付
加
保
険
料

　
月
額　
　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
定
額
の
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て

納
め
る
と
将
来
の
年
金
額
に
付
加

年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
場
合
は

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
基
準
以
下
の
方
は
、
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
と
、
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す（
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
学
校

が
あ
り
ま
す
）。

申
請
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納

付
）

　
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
場
合
に
特
例
と
し

て
、
天
災
・
失
業
・
倒
産
な
ど
の

理
由
に
よ
り
免
除
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
全
額
が
免

除
さ
れ
る「
全
額
免
除
」と
、
保
険

料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
と
な

る「
一
部
納
付
」が
あ
り
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予

　
本
人（
30
歳
未
満
）お
よ
び
配
偶

者
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
の
承

認
期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
で
す
。

法
定
免
除

　
保
険
料
の
納
付
が
法
律
に
よ
っ

て
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
、
障

害
厚
生（
共
済
）年
金
を
受
け
て
い

る
方
で
障
害
等
級
が
１
級
ま
た
は

２
級
の
方
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
届
出
が
必
要
で

す
。特

別
障
害
給
付
金
制
度

　
国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間

（
60
歳
以
上
の
方
や
外
国
に
住
ん

で
い
る
日
本
人
の
任
意
加
入
期
間

は
除
く
）に
加
入
し
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
を
対

象
と
し
た
制
度
で
す
。

◎
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

年
金
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は

　
年
金
手
帳
・
配
偶
者
の
年
金
手

帳
・
印
鑑
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い（
別
表
４
参
照
）。

逢
保
険
年
金
課
保
険
年
金
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
７
１

国
民
年
金
特
集

国民年金の加入者

希望により任意加入できる人（任意加入被保険者）

保 険 料

加 入 者 自営業者・学生などで厚生年金
や共済組合に加入していない方

ご自身で納付します。
厚生年金保険料・共済年金
掛け金として給料から天引
きされます。

厚生年金保険制度・共済組
合制度が一括して負担して
います。

会社員・公務員など職場の
年金に加入している方

第2号被保険者に扶養され
ている配偶者
◎3号届出が必要です

加入手続 区役所・特別出張所の窓口 勤　務　先 配偶者の勤務先

被保険者の
種別

（上乗せ部分）→
＋ ＋

（基礎部分）→ 国民年金（基礎年金）

国民年金基金・付加保険料 厚生年金・共済年金

第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

日本国内に住む20歳以上60歳未満の方全員が
加入します。

・日本国内に住む60歳以上65歳未満の方（受給資格期間を満たしていない方、年金額の増額を希望する方（480月限
度）に限ります）

・65歳以上70歳未満の方（受給資格期間を満たしていない方に限ります）
・外国にお住まいの日本人（20歳以上65歳未満）

別表１

別表４　
手続き・ご相談の内容 窓　口

・厚生年金のこと
・第3号被保険者に関すること
・保険料のこと
・年金の請求のこと（注3）
　（厚生年金期間・第3号被保険者期間がある人）
・年金相談
　 （国民年金・厚生年金の受給資格期間の確認・
年金額の計算など）

中央年金事務所　☎（3543）1411
　中央区銀座7-13-8　第2丸高ビル1・2階
（注3）年金請求の受付を行っています。
　　  ・街角の年金相談センター大森
　　　 大田区山王2-8-26　東辰ビル5階
　 　・街角の年金相談センター新宿
　　 　新宿区西新宿1-7-1
　　 　松岡セントラルビル8階

・社会保険労務士による年金相談

区役所１階区民相談室（偶数月の第4水曜日）
日本橋特別出張所相談室
　（5・9・1月の第3水曜日）
月島特別出張所相談室
　（7・11・3月の第4水曜日）
保険年金課保険年金係　☎（3546）5371

・第1号被保険者に関すること
・免除の申請のこと
・若年者納付猶予の申請のこと
・学生納付特例の申請のこと
・ 年金の請求のこと
　（第1号被保険者期間のみの人）
・特別障害給付金制度のこと

保険年金課保険年金係　☎（3546）5371

別表２　
受給資格期間とは（主要なもの）
・保険料を納めた期間（第2号被保険者期間を含む）
・第3号被保険者期間
・保険料全額免除期間
・保険料4分の1納付期間のうち、4分の1の保険料を納めた期間
・保険料半額納付期間のうち、半額の保険料を納めた期間
・保険料4分の3納付期間のうち、4分の3の保険料を納めた期間
・学生納付特例を受けた期間（注1）
・若年者納付猶予を受けた期間（注1）
・会社員などの配偶者が国民年金に任意加入しなかった期間（昭和61年3月以前）（注2）
・昼間部の学生が国民年金に任意加入しなかった期間（平成3年3月以前）（注2）
・昭和36年4月以降の厚生年金の脱退手当金などを受けた期間（注2）
・昭和36年4月以降、日本国籍を有する方が外国に住んでいた期間（20歳以上60歳未満）（注2）
　（注1）：追納がなければ年金額には反映されません。
　（注2）：年金額には反映されません。

※免除（一部納付）月数の年金額への反映

免除（一部納付）区分 年金額への反映
平成21年3月以前 平成21年4月以降

全額免除期間 月数×2/6 月数×4/8 } 一部納付済であることが前提
3/4免除期間（1/4納付）期間 月数×3/6 月数×5/8
半額免除期間（半額納付）期間 月数×4/6 月数×6/8
1/4免除期間（3/4納付）期間 月数×5/6 月数×7/8
◎加入可能月数とは、一般的に480月（20歳から60歳までの40年間）ですが、昭和16年4月
1日以前に生まれた方は、昭和36年4月1日から60歳までの期間をいいます。

別表３　年金額の計算方法
保険料
納付済月数 ＋ 平成21年３月以前の免除（一部納付）月数の合計（国庫負担1/3） ※

772,800円 × 平成21年４月以降の免除（一部納付）月数の合計（国庫負担1/2）
加入可能月数

}



(5)

対
象

日
時

問
合
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申
込
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用
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ー
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ア
ド
レ
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申
込
方
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会
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内
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凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成26年（2014年）11月11日（火曜日） No.１２３１区のおしらせ 1 1 月 1 1 日号

特別永住者・永住者の方へ
特別永住者証明書または在留カード
への切り替えはお済みですか？
　入国管理法などの改正に伴い平成
24年（2012年）７月９日から日本に住
む外国人の外国人登録証の切り替え
の手続きや届出場所などが変わりま
した。

　特別永住者・永住者の方がお持ち
の従来の外国人登録証明書は、一定
の期間、有効とみなされています。
　別表の切り替えの期限が満了する
までに、特別永住者証明書・在留カ
ードに切り替えてください。
　対象となる方は別表のとおりです。
◎切替期限直前は、多くの方が申請

窓口に来庁され、大変な混雑が予

想されますので、早めの切り替え
をお勧めします。

◎詳細は法務省入国管理局のホーム
ページをご覧ください。

逢区民生活課総合窓口係
　☎（３５４６）５３２０
茜法務省入国管理局
　http://www.immi-moj.go.jp/keizi 

ban/pdf/Kirikaenoosirase.pdf

（６頁からのつづき）情報コーナー

平成26年度歳末たすけあい
運動にご協力ください
　歳末たすけあい運動は、共同募金
の一環として区民の皆さんをはじ
め、町会・自治会、各種団体や企業な
ど地域の方々のご協力をいただき、
毎年実施しています。皆さんからの
募金は、高齢者の見守り活動など地
域福祉推進のために社会福祉協議会
が行う各種事業に使用しています。
さらに「寝たきり高齢者の介護者」や

「在宅心身障害児の保護者」、「交通
遺児」に見舞金として贈呈します。
　募金は、次の窓口で受け付けるほ
か、郵便局で使える払込票（手数料
無料）も用意しています。
［募金受付窓口］
・社会福祉協議会２階管理部
・区役所４階福祉保健部生活支援課
・日本橋・月島特別出張所
［主催］東京都共同募金会（中央地区

協力会）
［実施］中央区社会福祉協議会
［協力］中央区
［協賛］各町会・自治会、女性団体、

中央区民生・児童委員協議会
募金箱を設置してくださるお店や
企業さん大募集！

　店舗や社内に期間限定で募金箱を
設置してくださる企業や店舗を募集
しています。身近な社会貢献をして
みませんか。
交通遺児の方へ見舞金を贈呈

　区内在住で、両親もしくは父母の
どちらかを交通事故で亡くされた平
成８年４月２日以降生まれの18歳以
下の方に対し、見舞金を贈呈します。
姶12月１日（必着）までに住所・氏名・

生年月日・電話番号・保護者氏名
を明記し、交通事故証明書の写し
と、亡くなられた方とお子さんの
関係が明記されている公的な書類

（戸籍謄本など）を同封の上、郵送
で申込む。
逢〒104－0032
　中央区八丁堀４－１－５
　中央区社会福祉協議会管理部
　☎（３２０６）０５０６

ネズミ個別相談会のお知らせ
　天井裏で音がする、食物をかじら
れたなど、ネズミによる被害でお困
りの方を対象に相談会を開催します。
　ネズミの防除は、ネズミが生息し
にくい環境を整えることや、ネズミの
種類や生態に応じた工夫が重要です。
　相談会では、専門の相談員が個別
に相談内容を聞き取り、被害の状況
に応じた対策についてお答えします。
唖12月10日（水）　午前10時～午後３時
◎相談時間は１人30分間
娃中央区保健所２階大会議室
亜原則として京橋地域の在住者また

は京橋地域の事業所でネズミ被害
にお困りの方
阿被害状況に応じたネズミ防除対策

について
［相談員］東京都ペストコントロール

協会相談員
愛24名
挨無料
姶11月11日（火）から12月９日（火）ま

でに電話で申込む。
◎定員になり次第、受付を終了します。

逢中央区保健所生活衛生課環境衛生係
　☎（３５４１）５９３８

こども避難所「こども110番」
にご協力ください
　区では、子どもたちを路上犯罪か
ら守るため、地域の皆さんの協力を
得て緊急時に子どもが避難できる場
所「こども110番」を設置しています。
　ご協力いただく家庭・店舗・事業
所などの皆さんには、子どもが助け
を求めてきた際に、安全に保護した
後、学校・保護者・警察へ連絡・通
報するようお願いしています。
　学校と地域が一体となって子ども
たちの安全を確保するために、より
多くの方のご協力をお願いします。
　ご協力いただける場合は、通学区
域の小学校にご連絡ください。
　なお、教育委員会では、万が一、
こども110番の協力者が被害を受け
た場合に補償を行うため、災害補償
保険に加入しています。
逢学務課学事係
　☎（３５４６）５５１３

あたたかい善意
ありがとうございました
社会福祉協議会への寄付

平成26年９月分寄付合計
221,345円（敬称略・順不同）
［一般寄付金］
　佃二丁目鈴木猛夫…1,431円、常山
晴 代 …10,000円、常 山 雅 子 …10,000
円、栗原裕信…100,000円、五味幸平…
10,000円、保田清…5,000円、林義信…
10,000円、株式会社大星商店…4,734
円、有限会社三谷葬儀社…10,000円、
三 谷 和 美 …5,000円、匿 名（２件）…
5,180円（内訳　5,103円、77円）
［ボランティア基金］
　石田和子…50,000円
逢中央区社会福祉協議会管理部
　☎（３２０６）０５０６

在宅生活を支えるための訪問指導
　看護や介護、または介護予防の面
から指導を必要とする在宅の方を対
象として、保健師が家庭を訪問し、
専門的な立場から介護予防や介護方
法などについて指導・助言します。
亜次の①または②に当てはまる方

①65歳以上で次のいずれかに該当
する方

・介護保険の要介護認定を受け、
「自立」と判定された方のうち生

活習慣病など健康に不安のある方
・各健康診査の生活機能評価の結

果、介護予防の必要があると思
われる方

②「要支援」「要介護」の方を介護
しているご家族で、介護方法や
認知症への対応などについてお
悩みの方

阿・生活習慣病予防の生活指導
・閉じこもり、うつ、認知症予防

の生活指導
・歩行など、日常生活動作の改善

指導
　・介護方法の助言・指導
　・認知症への対応・相談
挨無料
姶電話で申込む。
逢介護保険課地域支援係
　☎（３５４６）５６９５
そのほかの訪問指導

　高齢者以外（64歳以下の方、精神
障害や難病の方）の訪問指導につい
ては中央区保健所、日本橋・月島保
健センターにご相談ください。
逢中央区保健所健康推進課保健担当
　☎（３５４１）５９６３
　日本橋保健センター
　☎（３６６１）５０７１
　月島保健センター
　☎（５５６０）０７６５

公衆便所利用時のお願い
　どなたにも、気持ち良く公衆便所
を利用していただくため、ごみなど
は捨てないで持ち帰り、汚さないよ
うにしましょう。
　また便器には、トイレットペーパー
以外のものは、流さないでください。
　なお、公衆便所の水漏れなど、お
気付きの点がありましたら、ご連絡
ください。
逢水とみどりの課道路緑化施設係
　☎（３５４６）５４３７

電気自動車用電気エコ（急速充
電）スタンドをご利用ください
　区では、自動車公害や地球温暖化
対策の一環として低公害車の普及を
促進するために、区営駐車場に電気
自動車用電気エコ（急速充電）スタン
ドを設置しています。
［設置場所］
　・中央区役所附属駐車場
　　築地１－１－１
　・浜町公園地下駐車場
　　日本橋浜町２－59－４

　・月島駐車場
　　月島４－１－１
［利用時間］
　・中央区役所附属駐車場
　　終日

・浜町公園地下駐車場および月島
駐車場

　　午前７時から午後10時まで
　　（入庫は午後９時まで）
［利用料金］無料
◎利用申請などの手続きは不要です。
◎浜町公園地下駐車場および月島駐

車場は有料駐車場ですが、充電ス
タンドを利用する場合は、入庫か
ら出庫までの時間が１時間以内で
あれば駐車料金は無料です。

逢環境推進課温暖化対策推進係
　☎（３５４６）５４０６

生きがい活動支援室のご案内
　気軽に楽しく生きがいづくりに取
り組めるよう、シニアセンター内に

「生きがい活動支援室」を開設してい
ます。
唖日曜日、祝日、年末年始を除く毎日
　午前９時～午後５時
亜50歳以上の区内在住者
阿・生きがいづくりに関する相談（健

　康、家庭問題、暮らし、社会参
　加など）を受け、実際の行動に
　つながる助言を行っています。
・仲間づくりや団体活動に積極的

に参加し、生きがいを持って生
活できるよう、「生きがいひろ
ば」や生きがい活動リーダーに
よる健康吹矢講座などを開催し
ています。

・社会参加活動を支援するため、
「生きがい活動支援室だより」の
発行や区主催の講座・教室、サー
クル活動などの情報を提供して
います。

［生きがい相談］
　いきいき館（敬老館）において、施
設を利用している方を対象に次の日
時で「生きがい相談」を開設しています。
・いきいき桜川（桜川敬老館）
　毎月第１金曜日
・いきいき浜町（浜町敬老館）
　毎月第１月曜日
・いきいき勝どき（勝どき敬老館）
　毎月第２月曜日
◎いずれも祝日、年末年始を除く午

後１時～４時
逢シニアセンター
　☎（３５３１）７８１３

別表
対　象 切り替える期限 手続きの場所

特
別
永
住
者

平成24年（2012年）
7月9日に16歳以上で
あった方

次回確認（切替）申請期間の始期とされる誕
生日が平成27年（2015年）7月8日までの方 平成27年（2015年）7月8日まで

区役所1階　区民生活課総合窓口係　 
☎（3546）5320次回確認（切替）申請期間の始期とされる誕

生日が平成27年（2015年）7月9日以降の方
次回確認（切替）申請期間の始
期とされる誕生日まで

平成24年（2012年）7月9日に16歳未満であった方 16歳の誕生日まで

永
住
者

平成24年（2012年）7月9日に16歳以上であった方 平成27年（2015年）7月8日まで 入国管理局  （港区港南5－5－30）
外国人在留総合インフォメーションセンター
平日（午前8時30分～午後5時15分）
☎（0570）013904

（ＩＰ電話・ＰＨＳ・海外から）
☎03（5796）7112

平成24年（2012年）
7月9日に16歳未満で
あった方

平成27年（2015年）7月8日までに16歳の誕生
日が到来する方 16歳の誕生日まで

平成27年（2015年）7月9日以降に16歳の誕生
日が到来する方 平成27年（2015年）7月8日まで

 ◎ なお、平成24（2012年）年7月9日に16歳未満であった方で、16歳の誕生日が「切り替える期限」となる方は,16歳の誕生日の6カ月前から16歳の誕生日
までに有効期間の更新を行ってください。



(6)中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30 ～ 10：40　PM3：00 ～ 3：10　PM9：30 ～ 9：40　祝日・休日、年末年
始を除く）、企画番組「ウィークリー声の架け橋」（20分番組）（月～金曜日　AM10：40 ～ 11：00　PM3：10 ～ 3：30　PM9：40 ～ 10：00　土・日曜日　AM10：00
～ 10：20　PM3：00 ～ 3：20　PM9：40 ～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。
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ア
ド
レ
ス

申
込
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成26年（2014年）11月11日（火曜日） No.１２３１区 の お し ら せ 1 1 月 1 1 日 号

大井競馬｢東京メトロポリタ
ンウィーク」開催
～東京23区の魅力を発信～
　大井競馬では、東京23区の魅力を
発信する｢東京メトロポリタンウィ
ーク」を開催します。中央区にちな
んだレースは11月25日（火）に実施し
ます。
唖11月24日（休）～28日（金）
　午後２時20分（開門予定）
◎24日は午前11時30分から（予定）
娃大井競馬場（品川区勝島２－１－２）
阿23区にちなんだレース、名産品販

売（実施日要確認）、23区PRブース
など
挨100円（入場料。15歳未満、24日（休）

は無料。20歳未満の方のみでの入
場は不可）

◎20歳未満の方の勝馬投票券の購入
は不可
逢特別区競馬組合競馬事務局
　☎（３７６３）２１５１
茜http://www.tokyocitykeiba.

com

手打ちそば教室
唖12月15日（月）
　午後６時30分～８時30分
娃ベターホームのお料理教室銀座教

室（中央区銀座４－10－３セント
ラルビル）
亜中小企業に勤務する区内在住・在

勤者
阿粉をこねるところから手打ちそば

作りを体験します。最後にはゆで

たてのそばを試食します。
愛35名（申込多数の場合は抽選）
挨1,800円
姶11月21日（必着）までに往復はがき

に①～⑤（７頁記入例参照）⑥勤務
先（名称・所在地・電話番号）を記
入して申込む。
逢〒104－0061
　中央区銀座４－９－８銀座王子ビ

ル２階
　レッツ中央（中央区勤労者サービ

ス公社）
　☎（３５４６）８６１０

結婚活動支援事業
「銀座　出会いの広場」
第40回開催のご案内
唖平成27年１月21日（水）午後７時～
娃銀座ブロッサム（中央会館）
亜30歳以上50歳以下の区内在住・在

勤の独身の男女
阿全員の方との自己紹介の後、銀座

ブロッサム自慢のお料理やデザー
トを召し上がりながらフリータイ
ムをお楽しみください。プロの司
会者が進行を務めますので、初め
ての方も安心してご参加いただけ
ます。
愛男女各15名（申込多数の場合は抽

選。申込状況により人数を調整す
る場合があります）
挨5,000円
姶12月21日（必着）までに、参加申込

書をファクス、郵送または銀座ブ
ロッサムへ直接持参して申込む。

◎申込用紙は「銀座出会いの広場」ホ
ームページからダウンロードでき
ます。また、区内各施設でも配布

（７頁からのつづき）情報コーナー

税
たばこ税について
　たばこ税は皆さんがたばこを購入
した小売業者がある区役所などに納
められます。
　平成25年度の特別区たばこ税は約
33億2,045万円でした。
　この「たばこ税」は住民税ととも
に、子育て支援など区の行政サービ
スを皆さんに提供するための重要な
財源となっています。
逢税務課管理係
　☎（３５４６）５２６５

国保・年金手帳

年金相談をお勧めします
　区では、社会保険労務士による年
金相談（無料）を月１回開設していま
す。
唖毎月第４水曜日
　午後１時～４時
娃・区役所１階区民相談室（偶数月

　の第４水曜日）
・日本橋特別出張所相談室（５・

９・１月の第３水曜日）
・月島特別出張所相談室（７・11・

３月の第４水曜日）
阿「厚生年金・国民年金・各種共済

年金」など、公的年金制度全般
◎区内に在住、在勤の方はどなたで

も相談できますので、お気軽にお

越しください。
◎予約制ではありません。
逢保険年金課保険年金係
　☎（３５４６）５３７０

社会保険料は
所得控除の対象です
　国民健康保険・介護保険・後期高
齢者医療保険および国民年金の保険
料は、全額が社会保険料として所得
控除の対象になります。
　１月から12月までに納めた保険料
を領収書や口座振替通知（12月送付
予定）などで確認の上、年末調整ま
たは確定申告の際に忘れずに申告し
てください。
　なお、国民年金保険料については

「社会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」が11月上旬に日本年金機構
から送付されますので、必ずこの証
明書（または領収証書）を添付してく
ださい。
逢・国民健康保険・介護保険・後期

　高齢者医療保険について
　　保険年金課収納係
　　☎（３５４６）５３６５
　・国民年金保険について
　　中央年金事務所国民年金課
　　☎（３５４３）１４１１

・年金保険料の控除証明書について
　ねんきん定期便・ねんきんネッ

ト等専用ダイヤル（平成27年３
月16日（月）まで。ただし、祝日

（第２土曜日を除く）、年末年始
は利用できません）

　☎０５７０（０５８）５５５

・０５０から始まる電話でおかけ
になる場合は

　☎（６７００）１１４４

その他
平成26年第四回定例会が
開かれます
　平成26年第四回定例会は11月21日

（金）から12月４日（木）までの会期14
日間で開かれる予定です。
　中央区議会では、コミュニティＦ
Ｍ放送「中央エフエム・ラジオシテ
ィ」で、本定例会の一般質問を生中
継します。ぜひお聴きください。

［番組名］
　中央区議会中継

［放送日時（予定）］
　11月25日（火）・26日（水）
　午後２時～６時

［周波数］ＦＭ84.0ＭＨz
本会議・委員会の傍聴

　本会議や委員会はどなたでも傍聴
することができます。委員会の日程
については区議会議会局までお問合
せください。
逢議会局調査係
　☎（３５４６）５５５９

学校を長く休んでいるお子さ
んの保護者の皆さんへ
　教育センター内に、不登校やその
傾向にある子どもたちのための教室

「わくわく21」があります。心のふれ

あいや新たな活力を見いだしていけ
るよう、子どもの興味・関心に応じ
て、学習やスポーツなどの活動を行
っています。ぜひご相談ください。
唖月～金曜日（祝日、年末年始を除

く）　午前９時～午後５時
娃教育センター
亜学校を長く休んでいる区内在住・

在学の小・中学生
逢教育センター内「わくわく21」
　☎（３５４５）１０２１

平成26年版区政年鑑を販売
しています
　区では、本区を広く紹介するため、
最新のデータをもとに本区の施策と
事務事業の大要をまとめた区政年鑑
を発行しています。区政をご理解い
ただく一助にぜひご活用ください。

［頒布価格］1,310円
［頒布場所］区役所1階情報公開コー

ナー
逢広報課広報係
　☎（３５４６）５２１６
・・・・・・・・・・・・・・・・
お詫びと訂正
　「区のおしらせ　中央」11月１日号
に誤りがありました。お詫びして訂
正します。
　３頁「中央区まちかど展示館開設
のお知らせ」別表２の５段目　所在
地（管理者）
正　 日本橋室
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・
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・
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スポーツ
障害者スポーツ体験会
～みんなで気軽にスポーツを体験し
てみませんか！～

唖12月６日（土）　午前10時～正午
娃総合スポーツセンター第２競技場
亜区内在住・在勤・在学者で障害の

ある方
◎介助が必要な方はご家族の方など

の同伴をお願いします（介助者も
一緒に楽しむことができます）。
阿別表のとおり
◎当日は指導員がルールや競技方法

などを説明します。
愛50名（介助者除く・先着順）
挨無料（傷害保険は区が加入します）
姶11月11日（火）から25日（火）までに

電話またはファクスに①～⑤（７
頁記入例参照）⑥介助者の人数を
記入して申込む。

◎運動着・室内用運動靴・飲み物を
必ず持参してください。

◎運動制限を受けている方は主治医
に相談の上、ご参加ください。

◎当日は手話通訳者を配置します。
◎内容は変更となる場合があります。
逢スポーツ課スポーツ事業係
　☎（３５４６）５５３１
　FAX（３５４６）９５６１

別表
実施種目 内　容

ラケットテニス 軽くてグリップの短いラケットとスポンジボールを使うため、スピード
が落ち、ラリーが続きやすくなっています。

ドッヂビーを使って
ストラックアウト

ドッヂビー（柔らかいフリスビー）を使い、9つの的をめがけて投げるゲー
ムです。

ボッチャ 赤・青のボールをそれぞれ6球ずつ目標（白いボール）に向かって投げ、
どれだけ近づけるかを競います。補助具有。

吹き矢またはハンド
アーチェリー

吹き矢：筒にセットしたマグネットの矢を勢いよく吹いて的を狙います。
ハンドアーチェリー：吹き矢と同様、的を狙い、ピンを当てるゲームです。
補助具有。

します。
◎安全で健全なイベントを開催する

ため、参加される方は本籍地の市
区町村が発行する独身証明書（発
行より６カ月間有効）、顔写真入
りの本人確認ができる書類（免許
証など）や区内在勤の方は、区内
に勤めていることが確認できる社
員証などが必要となります。開催
当日までに必ずご用意ください

（ご用意いただけない場合、参加
できず、キャンセル料が発生しま
す）。
逢〒104－0061
　中央区銀座２－15－６
　銀座ブロッサム（中央会館）
　☎（３５４２）８５８５
　FAX（３５４２）８５８９
茜銀座出会いの広場
　http://ginza-blossom.jp/encounter



(7) テレビ広報番組「こんにちは　中央区です」（15分番組）は、東京ベイネットワークのケーブルテレビ９チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM 
10：00・PM0：00・PM8：00）、東京ケーブルネットワークのケーブルテレビ５チャンネル（デジアナ変換）または111チャンネル（デジタル）（毎日AM9：30・PM0：
00・PM7：30）で放送しています。
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平成26年（2014年）11月11日（火曜日） No.１２３１区 の お し ら せ 1 1 月 1 1 日 号

施　設
日本橋小学校温水プールの
休止のお知らせ
　次の期間は、温水プール天井改修
工事などのため開放を休止します。
　なお、２月の団体利用の申込みは、
区役所６階スポーツ課の窓口で行い
ます。詳しくは、お問合せください。
唖12月１日（月）～平成27年１月31日
（土）
逢日本橋小学校温水プール（開放日

の開放時間帯のみ）
　☎（３６６８）２３７８
　スポーツ課体育施設係
　☎（３５４６）５５２９

離乳食講習会
唖12月４日（木）
　午後１時30分～３時
娃日本橋保健センター
　５階料理講習室
亜１歳～１歳３カ月ごろの幼児の保

護者
阿離乳の完了に向けて
　・離乳食の作り方の紹介
　・試食（保護者のみ）
愛20名（申込多数の場合は抽選）
挨無料
姶11月11日（火）から13日（木）までに

電話で申込む。
◎定員に満たない場合は、申込期間

後も前日まで受け付けます。
逢日本橋保健センター健康係
　☎（３６６１）５０７１

食育講習会
～プレママクッキング～
唖12月９日（火）
　午前10時30分～午後１時
娃月島保健センター
亜区内在住の妊婦
阿・妊娠中の食生活（講話）

・妊娠中意識したい栄養素がとれ
る料理（実習と試食）

愛15名（先着順）
挨無料
姶11月11日（火）から電話で申込む
（電子申請も可）。

［持ち物］エプロン、三角巾、タオル
逢月島保健センター健康係
　☎（５５６０）０７６５

子育てのエッセンスを学ぼう
～子どものほめ方・しかり方～
唖12月３日（水）
　午前10時～11時30分
娃子ども家庭支援センター「きらら

中央」地域活動室
亜区内在住の１歳～未就学児のお子

さんをお持ちの保護者の方
◎お子さんは同席できません。託児

も受け付けています。
阿褒め方・叱り方を中心に子どもと

の接し方を学びます。
［講師］親業訓練インストラクター　

荒堀洋子
愛12名程度（申込多数の場合は抽選）
挨無料
姶11月23日（日）までに電話またはき

らら中央窓口で直接申込む（電子
申請も可）。

逢子ども家庭支援センター「きらら
中央」

　☎（３５３４）２１０３

糖尿病を防ぐ☆食生活
唖11月28日（金）
　午後１時30分～４時
娃日本橋保健センター５階
亜区内在住・在勤者
阿・測定

　加速度脈波計で測定する「血管
年齢」

　・講話
　　糖尿病を予防する食事７か条
　・料理の実演・実習・試食

　糖尿病を予防する、おいしい！簡
単！バランスメニュー

◎料理の実習がありますのでエプロ
ン、タオルをお持ちください。
愛20名（先着順）
挨無料
姶11月11日（火）から前日までに電話

で申込む（電子申請も可）。
逢日本橋保健センター健康係
　☎（３６６１）５０７１

いきいき元気！
出前「はつらつ」体験講座
唖12月12日（金）
　午後２時～３時30分
娃浜町区民館
亜区内在住の65歳以上の方で、次の

いずれかに該当し、要支援・要介
護認定を受けていない方

・転倒に対する不安のある方
・膝痛・腰痛予防に関心のある方
阿いつまでも若々しく元気で過ごす

ために、現在実施中のはつらつ健
康教室の一部を体験します（スト
レッチ・バランストレーニング・
レクリエーションなど）。
愛30名（先着順）
挨無料
姶11月11日（火）から12月11日（木）ま

でに電話で申込む（受付は祝日を
除く月～土曜日の午前９時～午後
６時）。
逢日本橋おとしより相談センター
　☎（３６６５）３５４７

高年齢者の再就職支援セミナー
シニアの履歴書作成ポイント！
唖11月26日（水）
　午後１時30分～４時
娃京華スクエア２階会議室
　（八丁堀３－17－９）
亜おおむね55歳以上の方
阿シニアの方々がアルバイトや再就

職先を探す際、まず必要となるの
が、「履歴書」です。シニア世代に
はシニア世代なりの履歴書の書き

方のポイントや注意点があり、そ
の特性を知りチャンスをつかむた
めのセミナーを開催します。

　　ご自身の履歴書または経歴書を
ご持参ください。セミナーの中で
アドバイスします。　　

［講師］２級キャリア・コンサルティ
ング技能士　菊地克幸　　　　
愛25名（先着順）
挨無料
姶11月11日（火）から電話で申込む
（受付は月～金曜日の午前８時30
分～午後５時）。
逢中央区社会福祉協議会シルバーワ

ーク中央
　☎（３５５１）９２００

中央ブロック市民公開講座
「これならできる脳卒中の予防」・「脳卒
中の診断と救急車が来るまでの対応」

唖12月６日（土）
　午後２時～４時
娃月島社会教育会館ホール
亜どなたでも参加できます。
阿・脳卒中の予防について

［講師］聖路加国際病院
　脳神経外科部長　篠田正樹
　・脳卒中の診断と対応について

［講師］日本医科大学付属病院
　神経内科准教授　三品雅洋
挨無料
姶直接会場にお越しください。
逢中央区医師会
　☎（３５３１）１０４８

来て、見て、知ろう！
障害者の就労なんでも相談会
唖11月29日（土）
　午後１時30分～４時
娃京橋プラザ区民館多目的ホール
亜就労を目指す障害のある方とその

保護者および障害者就労に興味・
関心のある方
阿・講演「就労を目指していくうえ

　で必要なこと」
・区内就労支援施設との個別相談

会
愛100名
挨無料
◎事前に申込みが必要です。詳しく

は、お問合せください。
◎当日は、手話通訳者および要約筆

記者を設置します。
逢中央区障害者就労支援センター
　☎（３８６５）３８８９
　FAX（３８６５）３６６２
絢work@shakyo-chuo-city.jp

リサイクル教室参加者募集
～洗剤を使わないたわし「アクリル
たわし」づくり～

唖12月16日（火）
　午後１時30分～３時30分
娃月島社会教育会館
亜18歳以上の区内在住・在勤・在学者
阿使わなくなった毛糸から、洗剤い

らずで地球とお肌に優しい「アク
リルたわし」を作ります。普段の
食器洗いから、地球に優しい暮ら
しを始めませんか。

愛20名（申込者多数の場合は抽選）
挨無料

［持ち物］アクリル毛糸（極太）２～３
玉、かぎ針（７号）、はさみ、筆記
用具

姶11月27日（必着）までに、はがきに
①～⑤（７頁記入例参照）⑥勤務先

（会社名・所在地・電話番号）を記
入して申込む（電子申請も可）。

逢環境推進課環境活動係
　☎（３５４６）９５９２

東根市・河北町観光物産フェ
アｉｎ月島西仲商店街
唖11月24日（休）
　正午～午後５時
娃月島西仲共栄会商店街（西仲通り

一番街）
阿中央区と友好都市である山形県東

根市が、隣町の河北町と合同で観
光物産展を開催します。当日はラ
・フランス、ふじりんご、紅花関
連商品や、いも煮の格安販売、米
のつかみ取りなどを行います。

逢商工観光課商工観光係
　☎（３５４６）５３２９

雅印作りと墨絵の年賀状講習
会
唖11月29日（土）
　雅印　午後１時30分～４時
　墨絵　午後６時～８時
娃京橋区民館２階２号室
亜区内在住・在勤・在学者
阿雅印作りは氏名の中から一文字を

選んで1.5cm角の石に彫ります。
墨絵の年賀状は墨の濃淡を生かし
た書き方を学びます。ご希望の方
は両方の受講も可能です。

愛各15名（申込多数の場合は抽選）
挨無料

［持ち物］筆記用具
◎墨絵に参加される方は小筆３本
姶11月20日（木）までに電話で申込む
（受付時間は午前９時～午後５時）。
逢京橋区民館
　☎（３５６１）６３４０

第４日曜日はプラネタリウム
へ行こう！
はやぶさに続け！
受け継がれる日本の宇宙探査
唖11月23日（祝）
　午後１時～２時（開始５分前には

要入場）
娃タイムドーム明石プラネタリウム

ホール
阿2010年、探査機「はやぶさ」は、小

惑星イトカワのかけらを地球に持
ち帰りました。そして「はやぶさ
２」が新たに旅立ちます。今回は
小惑星探査をはじめとした、日本
の宇宙探査について説明します。

愛86名（先着順）
挨無料
◎直接会場へお越しください。
◎入場整理券を当日正午から受付で

配布します。
逢郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

離 乳 食 講 習 会



(8)「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場、一部金融機関、百貨店、ファミリーマート（一部店舗を除く）、
東京メトロの駅（京橋・銀座・東銀座・新富町・築地・八丁堀・三越前・日本橋・人形町・茅場町・小伝馬町・水天宮前・月島）、文化堂でも配布しています。

平成26年（2014年）11月11日（火曜日） No.１２３１区のおしらせ 1 1 月 1 1 日号

問
合
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

健康福祉まつり・消費生活展2014
　10月26日、中央区保健所、あかつき公園などで健康
福祉まつり・消費生活展が開催されました。天候にも恵
まれ、野外ステージはダンスや歌などで大変にぎわいま
した。また、健康相談や体験コーナー、暮らしに関する
情報展示なども多くの来場者の関心を集めていました。

　
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行

政
無
線（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）と
緊

急
告
知
ラ
ジ
オ
か
ら
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

－Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）

の
起
動
確
認
の
た
め
の
試
験
放
送

を
区
内
全
域
で
行
い
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
日
時

　
11
月
28
日（
金
）午
前
11
時
頃

放
送
内
容

　
「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
」を
３
回
、

「
こ
ち
ら
は
ぼ
う
さ
い
ち
ゅ
う
お

う
で
す
」を
１
回
放
送
し
ま
す
。

逢
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
０
８
７

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風

邪
と
は
異
な
り
、
38
℃
以
上
の
発

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
特
徴
の
感
染
症

で
す
。
感
染
力
が
強
く
、
特
に
抵

抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
、

慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の
方
が
か
か

る
と
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
が
始

ま
る
と
、
短
期
間
に
感
染
が
広
が

り
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
を
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
守
る
た
め
に
、

積
極
的
に
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

予
防
方
法

・
手
洗
い
の
励
行

・
マ
ス
ク
の
着
用（
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
守
る
）

・
適
度
な
湿
度
を
保
つ

・
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
を
と
る

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
受
け
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
か
か
っ
た
場
合

の
重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。
12
月
上

旬
ま
で
に
接
種
を
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

も
し
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
マ
ス
ク
を
着
用
の
上
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
出
て
か
ら
７
日
間
、
熱
が

下
が
っ
て
か
ら
２
日
間
は
自
宅
療

養
を
優
先
し
、
周
囲
の
人
に
う
つ

さ
な
い
配
慮
が
望
ま
れ
ま
す
。

相
談（
問
合
せ
）先

　
中
央
区
保
健
所
健
康
推
進
課
予

防
係

 

☎（
３
５
４
１
）５
９
３
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
と
は

　
夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
近
親
者
な

ど
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
売
買

春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、
克
服
す
べ
き
重
要

な
問
題
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
が
起
き
る
背

景
　
暴
力
は
男
女
を
問
わ
ず
許
さ
れ

な
い
も
の
で
す
が
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
性
的
な
も
の
を
含
む
場

合
も
多
く
、
加
害
者
と
な
る
男
性

に
は
、
被
害
を
受
け
る
女
性
の
苦

痛
な
ど
に
対
す
る
思
い
や
、
対
等

な
存
在
と
し
て
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
の
認
識
の
欠
如
が

み
ら
れ
ま
す
。

区
に
お
け
る
取
り
組
み

　
次
の
会
場
で
女
性
に
対
す
る
暴

力
の
防
止
を
呼
び
か
け
る
啓
発
パ

ネ
ル
の
巡
回
展
示
を
行
い
ま
す
。

・
区
役
所
１
階

　
11
月
６
日（
木
）～
19
日（
水
）

・
日
本
橋
区
民
セ
ン
タ
ー

　
11
月
20
日（
木
）～
26
日（
水
）

・
月
島
区
民
セ
ン
タ
ー

　
11
月
27
日（
木
）～
12
月
３
日（
水
）

・
女
性
セ
ン
タ
ー

　
11
月
６
日（
木
）～
12
月
26
日（
金
）

女
性
の
た
め
の
相
談
窓
口

「
ブ
ー
ケ
21
」面
談
相
談（
要
予
約
）

　
面
談
の
ほ
か
に
電
話
で
の
ご
相

談
も
で
き
ま
す
。

日　
時

・
毎
月
第
１
・
第
５
水
曜
日
、
第

４
火
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

・
毎
月
第
２
火
曜
日
、第
３
水
曜
日

　
午
後
３
時
30
分
～
８
時
30
分

◎
い
ず
れ
も
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く

◎
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
で
も
安
心

し
て
相
談
で
き
る
よ
う
に
、
託

児
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

（
要
予
約
）。

「
ブ
ー
ケ
21
」電
話
相
談（
予
約
不
要
）

日　
時

　
毎
週
月
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

逢
女
性
セ
ン
タ
ー「
ブ
ー
ケ
21
」

　
総
務
課
女
性
施
策
推
進
係

 

☎（
５
５
４
３
）０
６
５
３

女
性
相
談

日　
時

　
月
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

逢
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
５
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
の
実
施

　
東
京
法
務
局
・
東
京
都
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
主
催
に
よ
る｢

女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

が
11

月
17
日（
月
）か
ら
23
日（
祝
）ま
で

強
化
週
間
と
し
て
実
施
さ
れ
、
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

相
談
を
行
い
ま
す（
土
・
日
曜
日

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）。

　
な
お「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」は
、
年
間
を
通
じ
て
女
性

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

（
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
）。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
全

国
共
通
番
号
）

 

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

人
権
擁
護
相
談

　
「
い
じ
め
」や「
差
別
」な
ど
人
権

問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日　
時

　
毎
月
第
３
木
曜
日

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

場　
所

　
区
役
所
１
階
区
民
相
談
室

逢
ま
ご
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

☎（
３
５
４
６
）９
５
９
０

種　目
（指導者）

タグラグビー
プロラグビーコーチ　大西一

かず

平
ひら 卓　球

プロ卓球選手　四元奈生美
テニス

元プロテニス選手　宮内美澄
バレーボール

バルセロナオリンピック出場　大竹秀之

日　時 11月28日～平成27年2月27日の毎週金曜日（12月26日、平成27年1月2日を除く）
全12回　午後4時30分～5時40分

会　場 中央小学校体育館（11月28日、12月5日、12日、平成27年1月23日、2月20日）
阪本小学校体育館（12月19日、平成27年1月9日、16日、30日、2月6日、13日、27日）

対象・定員 区内在住の小学校3年生～6年生　35名（申込多数の場合は抽選）
費　用 22,000円（保険料込み）

申込方法

11月18日（必着）までに、往復はがきまたはメールに①講座名（アスリートとスポーツ
を楽しもう）②氏名・ふりがな③住所④生年月日⑤電話番号⑥学校名⑦学年⑧保護者
氏名⑨メールアドレスを記入して申込む。
◎当選者は中央区地域スポーツクラブ大江戸月島受付にて手続きがあります。
◎メールにて返信をしますのでパソコンのメールが受信できるアドレスを明記してく

ださい。
　パソコンのメールが届かない場合は参加取り消しとなります。

 申　込
（問合せ）先

〒104-0052　中央区月島3-3-3　中央区地域スポーツクラブ大江戸月島事務局
　info@chuo-sports.com
☎070（6980）6899（平日　午前10時～午後4時）
◎詳細については、中央区地域スポーツクラブ大江戸月島のホームページをご覧くだ

さい。
　http://chuo-sports.com

▲女性に対する暴力根絶の
　ためのシンボルマーク

▲昨年の様子（バレーボール）

▲

�

手
洗
い
や
う
が
い
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う

茜

絢
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